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国
本
十で
は
戦
前
か
ら
修
学
旅
行
が

教
育
課
程
に
組
み
込
ま
れ
、
旅
行
先

と
し
て
長
ら
く
国
内
の
名
勝
旧
跡
巡

り
が
主
だ

っ
た
が
、
昨
今
は
若
い
う

ち
か
ら
子
供
を
異
文
化
に
触
れ
さ
せ

た
い
と
い
う
親
の
思
い
も
あ

っ
て
、

海
外
が
確
実
に
増
え
て
い
る
。

台
湾
と
日

本
の
間
で
は
、
経
済

。

貿
易
、
観
光
客
な
ど
の
人
的
往
来
い

ず
れ
に
お
い
て
も
、
台
湾
側
が
大
き

な
赤
字
を
呈
し
て
い
る
。
周
知
の
通

り
、
台
国
経
済
は
垂
直
協
力
関
係
に

あ
る
た
め
、
長
年
対
日
貿
易
赤
字
の

削
減
に
力
を
入
れ
て
も
旧
態
依
然
の

ま
ま
で
あ
る
。
他
方
、
人
的
往
来
で

も
、
風
光
明
娼
な
四
季
折
々
の
日
本

の
景
色
が
台
湾
人
観
光
客
を
引
き
付

け
、
そ
の
数
は
年
々
う
な
ぎ
上
り
、

こ
れ
ま
た
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
が
拡
大

し
、
改
善

の
兆
候
が
全
く
見
ら
れ
な

し

そ
ん
な
中
で
唯

一
の
誠
報
は
、
日

本
か
ら
台
湾

へ
の
修
学
旅
行
が
年
々

増
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本

か
ら
見
る
と
、
現
在
の
東
ア
ジ
ア
の

政
治
情
勢
で
は
、
台
湾
以
外
は
修
学

旅
行
先
と
し
て
安
心
し
て
生
徒
を
送

り
出
せ
る
状
況
に
な
く
、
韓
国
や
中

国
か
ら
台
湾

ヘ
シ
フ
ト
す
る
傾
同
が

目
立

っ
て
き
て
い
る
（）

台
湾
教
育
部

（日
本
の
文
科
省
一に

相
当
）
の
統
計
に
よ
る
と
、
２
０
１

６
年
の
台
湾

へ
の
修
学
旅
行
学
校
数

と
生
徒
数
は
そ
れ
ぞ
れ
３
２
２
校
と

３
万
６
１
９
２
人
で
あ
り
、
前
年
度

比
６８
校
、
１
万
１
９
８
０
人
の
大
幅

増
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
日
本
人
修

学
旅
行
生
の
増
加
は
、
台
湾
の
真
の

姿
を
理
解
さ
せ
る
の
に

天
い
に
貢
献

す
る
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
台
湾
政
府
も
若
者
の
国
際

的
視
野
と
グ

ロ
ー
バ
ル
な
人
材
の
育

成
と
い
う
教
育
理
念
の
下
、

０１
年
に

一高
校
生
の
修
学
旅
行
を
推
進
す
る

施
策
」
を
制
定
し
、
そ
の
旅
行
先
と

し
て
日

不
に
照
準
を
定
め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
主
な
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
見
学
、
授
業

の
体
験
、
サ
ー
ク
ル
活
動
、
ス
ポ
ー

ツ
競
技
、
芸
能
披
露
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
な
ど
が
組
ま
れ
て
お
り
、
こ
う
い

う
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
相
互
理
解

を
深
め
て
い
る
（）

私
が
１３
年
末
那
覇
に
着
任
し
た
際

に
、
台
沖
間
で
は
姉
妹
校
同
士
で
小

人
数
、
短
期
滞
在
型
の
交
換
留
学
が

あ

っ
た
ぐ
ら
い
で
、
本
格
的
な
修
学

旅
行
は
な
く
、
非
常
に
残
念
だ

っ
た
。

沖
縄
と
指
呼
の
間
に
あ
る
台
湾
は
教

育
熱
心
な
国
で
あ
り
、
お
も
て
な
し

と
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
心
を
持

っ

て
沖
縄
の
修
学
・旅
行
生
を
待

っ
て
い

る
ｃ
台
湾
修
学
旅
行
に
よ
り
、
異
文

化
を
身
近
に
肌
で
感
じ
ら
れ
、
言
葉

が
通
じ
な
く
て
も
ボ
デ
ィ
ー
ラ
ン
ゲ

ー
ジ
で
意
思
疎
通
を
図
り
、
複
眼
的

思
考
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

確
信
し
て
い
る
。

近
年
、
関
係
機
関
の
積
極
的
な
取

り
組
み
に
よ
り
、
県
内
の
高
校
の
台

湾
修
学
旅
行
が
確
実
に
増
加
し
て
お

り
、
こ
の
体
験
に
よ
り
国
際
感
覚
を

培
わ
れ
た
若
者
た
ち
が
、
将
来
、
台

湾
と
沖
縄
と
の
親
善
友
好
と
相
互
理

解
の
懸
け
橋
に
な

っ
て
く
れ
る
こ
と

を
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。
引
き
続

き
関
係
機
関
の
ご
支
援
ご
協
力
を
切

に
願
う
次
第
で
あ
る
（）

（那
覇
市
、
台
北
駐
国
経
済
文
化
代

表
処
那
覇
分
処
長
、

５９
歳
）
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